










ヒト個体の発生分化発育成長は,本来遺伝的素因優位の下で一定のプログラムに従って行

われるが、その進行は母体を通じた外界からの影響を直接間接的に、物理学的、化学的、

生物学的な形で受けている。またヒト個体の生命の機能的表現としての行動はすでに胎芽

期が始まっており、その発達は個体の成長に応じた神経系運動器系の発達や、それ等を支

える各器官系の機能、統合し節約する自動調節機序(神経系、内分泌、代謝系)によって支

えられていくものと考えられる。従来胎芽胎児の行動は子宮腔外における流産児や胎児鏡

を用いた子宮腔内観察による非生理的環境下での動きを基にして論じられ、中枢神経の発

生学的分類に基づく脊髄動物、延髄脊髄動物、中脳菱脳脊髄動物、間脳中脳菱脳脊髄動物

等、皮質下動物の様々な基礎的原始反射運動として論じられて来た。しかし最近は超音波

電子スキャンの導入により、生理的環境下で非侵襲的な方法による観察が可能となり、胎

芽胎児の動きの分類、発生時期、頻度等を詳細に調べる事が可能となって来た。 


